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※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査 

① ８８．０ ９０．０  

７１．２ ７５．０  

 

教員調査    

78．０ 

 

85.0  

８1．０ ８5．０  

児童・生徒の現状・課題 

学習意欲が高く、話し合い活動では活発な意見交

換がなされるが、そこから深い学びにつなげ、自ら学

びを進める意識を高めることが課題である。 

 

具体的な手だて① 

単元の導入時に学習計画を明確にし、生徒に見通

しをもたせた上で授業を進めていく。授業中に理

解度を確認する時間を設ける。 

 

具体的な手だて② 

単元の途中や１時間の途中で振り返る場面を設定

し、理解度や進捗状況を自ら確認し、修正しながら

学習できるようにする。 

 

具体的な手だて③ 

共に学習する仲間、学習ツール、情報ソースなど、

目的に沿って、自ら選択できる場面をどの教科に

おいても単元ごとに時間設定を行う。 

 

総括（７月） 

 

・教員どうしの授業観察を活発にし、授業改善

のための意見交換を日常的に行う。 

・管理職の授業観察の際は、指導案を教員にも

配布し、授業を互いに見合う機会をつくる。    

総括（１月） 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇生徒自身が、自ら考え、学びを自ら進めるという

意識を高め、理解度や進捗を振り返りながら学習で

きるようにする。 


